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はじめに

◼ 本資料に記載の情報について

本資料はリリース前の製品に関する情報を扱っております。

リリース時に内容が変更される場合があります。

当社ホームページにて最新の情報をご確認ください。

https://www.hulft.com/

https://www.hulft.com/


主な新機能

◼ ファイル転送クライアント「D-Client」の追加

◼ ブラウザ転送における転送履歴画面の追加



◼ ファイル転送方法「D-Client」の追加

D-Clientを利用すると、よりセキュアなファイル転送が利用可能です。

管理者が転送設定を準備し、利用者に配布可能です。

利用者側はインストールするだけで簡単 にファイル転送を始められます。

NEW

新機能「D-Client」
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転送クライアント種別 特徴 備考

高度でノンストップなシステム連携 の導入が必要

ブラウザ 簡単な操作、インストール不要 データ暗号化、圧縮機能は利用不可

コマンドによる自動化 データ暗号化、圧縮機能は利用不可

利用者側による契約及び設定は不要 の導入不要、導入／操作を簡易に



ブラウザ転送機能拡充

◼ 転送履歴参照可能

ブラウザ転送実施時に、転送履歴が参照可能となりました。

ブラウザ転送機能拡充



現状の課題解決に向けて



D-Clientによる課題解決

D-Clientは、複数の利用者に対するファイル転送を簡単に実現します。

１対多でのファイル転送で課題となる、利用者側のITスキルや環境のばらつき、

複数ユーザーに対する管理負担を軽減することができます。

D-Clientで解決！
１対多数での

ファイル集配信における課題

新規取引先が増えても、
短期間で利用できる方法を採用したい。

利用者は契約もファイル転送の設定も不要
です。
管理者側の手続きのみで利用を開始できま
す。

教育コストを抑えたい。
誰でも簡単に扱えるように操作性を重視
したい。

ファイル操作に特化したシンプルな操作画
面なので誰でも簡単に利用できます。

インターネット回線でも
高いセキュリティを保ちたい。

HTTPSによる暗号化、AES暗号化、オンメ
モリ中継など、セキュリティ機能が充実し
ています。



製造：連結決算業務
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課題事例：多数の拠点

拠点

⚫ 拠点ごとの使用者のスキルレベルにばらつきがあり、管理が難しい。
⚫ 本社からのデータプッシュを行いたい。
⚫ 各拠点の夜間に大容量データ転送を自動で行いたい。
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製造：連結決算業務

利用シーン：多数の拠点
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⚫ D-Client は設定を本社から配布できるので、拠点ごとの管理者が不在でも運用可能。
⚫ 本社からのファイル送信において、各拠点では無人で受け取りをさせることも可能。
⚫ コマンドによる自動化により、夜間バッチ運用も可能。



金融：給与振込業務
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課題事例：様々なデータ連携インフラ
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⚫ ISDN やメディア郵送からの移行が待ったなし。移行方法によってはコストが高い。
⚫ 情報伝達経路によって使うシステムが異なり、オペレーションが煩雑。
⚫ 多くの取引先はシステム、ネットワークに詳しくないため、移行作業の難航が見込まれる。



金融：給与振込業務
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利用シーン：様々なデータ連携インフラ
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⚫ インターネットを利用しても HTTPS ＋ AES ＋ HULFT という、安全性の高い通信を実現可能。
⚫ HULFTを介してVPN 接続やインターネット接続との共存が可能。

⚫ は簡単なインストールで使用できるので、移行や初期教育の低コスト化が可能。



D-Client の使い方



D-Client 利用フロー

◼ 利用者の負担にならないファイル転送を実現

申請されたアドレスでアカウントを登録しました。

利用者側の転送定義を作成、D-Clientへ自動配信。

ファイルの送受信を実施しました！

ダウンロードとインストールを実施しました。

URLにアクセスしパスワード設定を実施しました。

このメールアドレスで登録してください。

D-Clientをインストールしてください。

パスワード設定依頼メールを送信しました。

ファイルの集配信の実施STEP 4

STEP 3 D-Clientのインストール

STEP 2 パスワードの設定

STEP 1 アカウントの登録

管理者（サービス提供者） サービス利用者



D-Client 利用イメージ（1/4）

◼ STEP1. アカウントの登録

サービス提供者側の作業となります。

サービス提供者

サービス利用者から申請されたメールアドレスを
アカウント情報として登録

アカウント登録後、パスワード設定依頼を送信



D-Client 利用イメージ（2/4）

◼ STEP2. パスワードの設定

サービス利用者側の作業となります。

サービス利用者

「ログインパスワード設定のお願い」メールに記載
されているURLにアクセスし、パスワードを入力



D-Client 利用イメージ（3/4）

◼ STEP3. D-Clientのインストール

サービス利用者側での作業となります。

サービス利用者

メールで案内されるダウンロードサイト
インストール時にログイン
（Proxy 設定時のみ、入力項目があります）



D-Client 利用イメージ（4/4）

◼ STEP4. ファイルの集配信の実施

サービス利用者側での作業となります。

サービス利用者

簡単な転送画面から操作
（転送設定は自動で取得）

D-Clientを起動し、
設定したアドレスとパスワードでログイン



D-Client 設定イメージ

◼ D-Client 設定の登録

サービス提供者

管理者は、
HULFT-WebConnect 管理コンソールにログイン
（これまで通り）

D-Client を使用する場合、
各種設定を登録する。
利用者側のHULFTの転送定義も行える



⚫D-Client
⚫Agent
⚫AES 暗号
オプション

パスワード設定

D-Clientのダウンロード先URLにアクセス

D-Clientにログイン

転送開始

登録するメールアドレスを通知

パスワード設定依頼

ダウンロードリンク

D-Clientダウンロード

起動時、
転送パラメタカード、自動ダウンロード、自動登録

転送パラメタカード、自動ダウンロード、自動登録

Agent

D-Clientライセンス購入

利用者の登録（アカウント作成）

D-Client 設定の登録（ライセンス割り当て

D-Client導入依頼

（任意）利用者側HULFT 転送パラメタカード登録

契約者側HULFT 転送定義登録

（任意）利用者側HULFT 転送パラメタカード登録

D-Client 転送までの流れ
サービス利用者サービス提供者

利用者
購入不要

簡単
インストール

Agent 起動、通信

簡単設定

起動時に
HULFTシステム
ファイル生成

（不正利用防止）



本件に関するお問い合わせ先

◼ お問い合わせ先

本件に関するお問い合わせは、当社担当営業または以下のメールアドレスまで

ご連絡いただきますようお願いいたします。

E-mail : info@hulft.com



変更履歴

変更日 変更内容

年 月 日 初版作成




